
1 

 

 

 

目  次 
 
〈理事会報告（2018 年 3 月 18 日）〉 

■審議事項 

Ⅰ 各種委員会の活動について 

Ⅱ 第 28 回大会（岡山大会）の大会収支報告 

Ⅲ 第 29 回大会（北海道教育大学旭川校）について 

Ⅳ 大会の課題研究の企画・運営について 

Ⅴ その他 

■報告事項 

Ⅵ 事務局報告 

Ⅶ その他 

〈事務局からのお知らせ〉 
 

 

理事会報告（2018 年 3 月 18 日） 

定例理事会が 3 月 18 日（日）10 時 00 分から 13 時 00 分まで、お茶の水女子大学文教育

学部１号館第一会議室にて開催されました。事務局 3 名を含む 25 名（うち理事 22 名）の参

加がありました。 

 

■審議事項 

Ⅰ 各種委員会の活動について 

１．紀要編集委員会（研究奨励賞審査委員会含む） 

安藤委員長より、資料に基づき報告ならびに審議事項の提案があった。投稿論文の審査基準に

関して、現在、投稿区分が「研究論文」と「実践研究論文」に分けられていることに鑑みて、両

者を同じ審査基準で審査するのではなく異なる審査基準を設定することを検討してはどうかとい

う提案があり、この提案に関して意見交換がなされた。それらをふまえて、今後、紀要編集委員

会において引き続き審議を行うこととなった。 
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２．国際交流委員会 

西岡副委員長より、資料に基づき報告ならびに審議事項の提案があった。課題研究の趣旨文

ならびに内容に関して資料に基づき提案がなされ、審議の結果、提案の通りに進めることが承認

された。また、紀要に掲載する「海外カリキュラム研究情報」について、英文に限るのかどうか

を審議する必要についての提案があった。審議の結果、会員によって翻訳することができる範囲

で、英文以外のものも対象に含めることが承認された。 

 

３．研究委員会 

子安委員長より、資料に基づき報告ならびに審議事項の提案があった。課題研究 2 件の趣

旨文ならびに内容に関して資料に基づき提案がなされた。審議の結果、表記を一部修正のうえ、

提案の通りに進めることが承認された。さらに、子安委員長より、課題研究については現在、各

委員会が別々にタイトルを提案するかたちとなっているために類似したタイトルが並ぶ場合があ

るため、今後は事前にすり合わせを行ってはどうかという提案がなされた。 

 

４．広報・若手育成委員会 

村川委員長より、資料に基づき報告があった。柴田委員より、課題研究の趣旨文ならびに内

容に関して資料に基づき提案がなされた。審議の結果、趣旨ならびに登壇候補者の方向性につい

ては提案の通りに進めることが承認された。登壇候補者の人選については、各理事からメールに

て村川委員長に推薦を行い、それをふまえて決定することとなった。推薦の期日は 3 月末とされ

た。また、課題研究のナンバリングについての審議が行われ、1 日目の午前中に行われるものを

「Ⅰ」「Ⅱ」、２日目の午後に行われるものを「Ⅲ」「Ⅳ」とすることが決定された。その結果、第

29 回大会（北海道教育大学旭川校）における課題研究のナンバリングおよび担当委員会は、以下

のようになった。 

 課題研究Ⅰ：研究委員会担当 

 課題研究Ⅱ：広報・若手育成委員会担当 

 課題研究Ⅲ：研究委員会担当 

 課題研究Ⅳ：国際交流委員会担当 

さらに、村川委員長より、資料に基づき、2017 年度に開催された「秋のセミナー2017」の報告

ならびに 2018 年度に開催される「秋のセミナー2018」についての提案がなされた。審議の結果、

提案の通りに進めることが承認された。 

 

 

Ⅱ 第 28 回大会（岡山大会）の大会収支報告 

桑原第 28 回大会実行委員会委員長より、次ページに示した資料に基づき大会収支決算書につ

いての報告があった。審議の結果、承認された。 
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日本カリキュラム学会第 28 回（岡山大学）大会収支決算書 

 

（１）収  入                                                      （単位：円） 

  科    目  精 算 額 内    訳 備    考 

学会より大会補助 650,000  日本カリキュラム学会 

参加費 624,000   

広告料 120,000 
20,000×2社＋10,000×8社  

公益社団法人おかや

ま観光コンベンショ

ン協会からの補助金 

75,000 

  

雑収入 
1,500 1,500×１冊 発表要旨集録売り上げ 

1  利子 

計 1,470,501   

 

（２）支  出                                                      （単位：円） 

  科    目  精 算 額 内    訳 備    考 

会場借上料 110,000  岡山大学施設使用料 

印刷製本費 532,800 
大会プログラム：172,800 

発表要旨集録：360,000 

大会プログラム・発表要

旨集録印刷 

通信費 31,616 
郵送料：6,616 

封筒：25,000 

郵送料・封筒 

菓子・飲み物 19,952  会員及び理事控室用 

弁当 74,600 
茶：4,600 

弁当：70,000 

 

運営諸費 116,126  看板、文具、会議費その他 

アルバイト費 427,000  事務局アルバイト賃金 

配送等（学会事務局

へ振込） 
80,340 

  

学会事務局へ返納 78,067   

計 1,470,501   

 

（３）収  支           （単位：円） 

総収入金額 1,470,501 

総支出金額 1,470,501 

差し引き残額 0 

上記のとおり、収支決算をご報告いたします。 

平成 30 年３月 18 日  日本カリキュラム学会第 28 回（岡山大学）大会 

事務局長  桑原敏典 
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Ⅲ 第 29 回大会（北海道教育大学旭川校）について 

松下代表理事より、大会実行委員長を藤川理事から坂井会員に変更することについての経

緯、ならびに、大会校の実情に鑑みて今回に限り大会運営の一部を外注することになった経

緯が説明され、承認された。また、坂井大会実行委員長より、案内文等一式について、資料

に基づき提案があった。審議の結果、大会前日（6 月 29 日）に開催される理事会の開催時間

を、従来のものよりも 1 時間遅い「16 時から 18 時」に変更することとなった。また、自由

研究発表の時間については、今後検討することとなった。それ以外の内容については、表記を

一部修正のうえ、提案の通りに進めることが承認された。 

 

＜大 会 日 程＞ 

◆前日   2018 年 6 月 29 日（金） １６：００～１８：００ 理事会（北海道教育大学旭川

校第 1 会議室） 

◆第１日  2018 年 6 月 30 日（土） ９：３０～ 受付（北海道教育大学旭川校Ｐ棟玄関） 

  ９：３０ 

１０：００ 

 

１２：００ 

 １３：００ 

 

 １５：１５ 

 １５：３０ 

 

 

 １８：００ 

 １９：００ 

 

 ２１：００ 

 

◆第２日  2018 年 7 月 1 日（日） ９：３０～ 受付（北海道教育大学旭川校Ｐ棟玄関） 

  ９：３０ 

１０：００ 

 

 １２：１５ 

 １２：３０ 

 １３：３０ 

 

 １５：３０ 

 

受 付 

課題研究Ⅰ 課題研究Ⅱ 

昼食 

自由研究発表Ⅰ 

休憩 

公開シンポジウム 

子どもの主体的な学びを支える学校づくり 

移動 

研究交流会 

 

受 付 

自由研究発表Ⅱ 

移動 

総会・昼食 

課題研究Ⅲ 課題研究Ⅳ 
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＜大会までの主なスケジュール＞ 

「自由研究発表申込票」の提出〆切 ：5 月 8 日（火）必着（電子メール） 

『発表要旨集録』の原稿提出〆切  ：5 月 31 日（木）必着（電子メール） 

大会プログラムの送付       ：6 月上旬ごろ 

 

 

Ⅳ 大会の課題研究の企画・運営について 

二宮事務局長より、課題研究の運営について、資料に基づき提案があった。第 29 回大会（北

海道教育大学旭川校）時の資料の印刷部数や印刷方法（非会員の登壇者のみ）については、理事

会後に、坂井大会実行委員長と事務局で相談のうえ、決定することとなった。また、二宮事務局

長より、「登壇者への旅費・謝金・執筆料の支払いについて」の資料の紹介があり、改めて確認し

ておいていただきたい旨の依頼があった。 

 

 

Ⅴ その他 

松下代表理事より、“WERA2019 FOCAL MEETING IN TOKYO の概要”について、資料に

基づき報告があった。また、日本教育方法学会と共催するかたちで 1 セッションを担当すること

についての提案が行われ、質疑応答がなされた。今後、確認すべき事項を確認しながら、検討を

進めることとなった。さらに、二宮事務局長より、次年度についても学会運営については国際文

献社に委託することで契約が締結された旨が報告され、承認された。 

 

 

■報告事項 

Ⅵ 事務局報告（後掲の「事務局からのお知らせ」を参照） 

二宮事務局長より、「会員現況報告」「寄贈図書等一覧」「会計途中報告」について、資料に基づ

き報告があった。「会計途中報告」の項目について、現行の委員会区分にあわせて項目を修正する

必要が提案され、二宮事務局長より国際文献社に修正を依頼することとなった。また、長尾理事

より、30 周年記念出版について、順調に進んでいる旨が報告された。さらに、松下代表理事より、

「大学教育の分野別質保証のための教育課程編成上の参照基準」についての報告および協力依頼

がなされた。 

 

 

Ⅶ その他 

今後の理事会について、以下の日程で開催されることとなった。 

 2018 年 6 月 29 日（金）＠北海道教育大学旭川校 

 2018 年 11 月 3 日（土）・4 日（日）・17 日（土）・18 日（日）のいずれか＠筑波大学（茗荷

谷）、もしくは、2018 年 11 月 18 日（日）＠お茶の水女子大学 

 2019 年 3 月 17 日（日）＠お茶の水女子大学 
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事務局からのお知らせ                               

１．会員現況報告（2018 年 3 月 5 日時点） 

■会員総数 726 名（一般会員 638 名、学生会員 80 名、団体会員 8 件） 

※連絡先不明者 3 名、会員一時資格停止者 34 名を含む。 

【内訳】 

 ・新規入会者：11 名 

 ・退会者：3 名 

 ・一時停止資格者：34 名 

 ・連絡先不明者：2 名 

 

■会費納入率（2018 年 3 月 25 日時点） 

2016 年度：完納 630 名 未納 16 名   計 646 名 97.5％ 

2017 年度：完納 620 名 未納 71 名 計 681 名 91.0％ 

※連絡先不明者 3 名含む、会員一時資格停止者 34 名除く。 

 

 

■新規入会者（2017 年 10 月 26 日～2018 年 3 月 5 日）11 名 

 入会年月日 氏名 所属 区分 推薦者 

1 2017/10/27 鏑木 良夫 所属非公開希望 一般会員 
安彦忠彦（神奈川大学

特別招聘教授） 

2 2017/11/10 池田 泰弘 釧路市立北中学校 一般会員 事務局 

3 2017/11/20 後藤 みな 修紅短期大学 一般会員 事務局 

4 2017/11/20 松本 晴子 所属非公開希望 一般会員 事務局 

5 2017/12/11 元木 廉 所属非公開希望 一般会員 田中統治（放送大学） 

6 2017/12/13 田原 昌子 所属非公開希望 一般会員 事務局 

7 2018/1/4 胡田 裕教 所属非公開希望 学生会員 柴田好章 

8 2018/1/11 八木 眞由美 明石市教育委員会事務局 一般会員 
古川治(甲南大学教職

教育センター教授) 

9 2018/1/12 野神 和之 所属非公開希望 一般会員 吉冨芳正（明星大学） 

10 2018/1/18 長谷川 祐介 大分大学 一般会員 事務局 

11 2018/2/13 服部 太 広島大学附属小学校 一般会員 事務局 

 

 

二宮衆一�


二宮衆一�
会費納入者数に誤りがありました。
下記のように訂正いたします。（2018年8月31日）
2017年度：完納608名　未納51名　計659名　92.2％�
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■退会者（2017 年 10 月 26 日～2018 年 3 月 5 日）3 名 

 退会日 氏名 所属 区分 

1 2018/1/18 丹羽 雅之 所属非公開希望 一般会員 

2 2018/1/23 髙橋 和夫 岩手大学 一般会員 

3 2018/2/7 北村 雅 長野県教育委員会事務局上田教育事務所 一般会員 

 

 

２．寄贈図書一覧（2017 年 11 月 2 日～2018 年 3 月 12 日到着分） 

著者名 タイトル 出版社等 発行日 受領日 

日本教師教育学会（編） 
教師教育研究ハンドブッ

ク 
学文社 2017/9/30 2017/11/10 

水原克敏（著） 

学習指導要領は国民形

成の設計書：その能力観

と人間像の歴史的変遷

（増補改訂版） 

東北大学出版会 2017/8/21 2017/11/17 

橋本美保（編著）、遠座

知恵、角谷亮太郎、塚

原健太、永井優美、宮

野尚（著） 

大正新教育の受容史 東信堂 2018/1/10 2018/1/11 

宮本英征（著） 

世界史単元開発研究の

研究方法論の探究：市民

的資質育成の論理 

晃洋書房 2018/2/20 2018/2/28 

川上具美（著） 

思考する歴史教育への

挑戦：暗記型か、思考型

か、揺れるアメリカ 

九州大学出版会 2018/3/20 2018/3/8 

 

 

３．会計途中報告（2017 年 4 月 1 日～2018 年 2 月 28 日） 

収入の部                                  （単位：円） 

項目 予算 実績 

学会年会費 5,000,000 5,072,000 

入会金 60,000 90,000 

学会誌代・雑収入・利子等 40,000 81,034 

第 28 回大会収入(除く補助費) 1,400,000 745,501 

寄付 0 0 

前年度繰越金 7,421,874 7,421,874 

合計 13,921,874 13,410,409 
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支出の部                                  （単位：円） 

項目 予算 実績 

第 28 回大会補助費 650,000 650,000 

第 28 回大会支出(除く補助費) 1,400,000 742,434 

第 27 号紀要刊行費(含む発送費) 700,000 310,032 

学会研究奨励賞費 0 0 

会合費（含む交通費） 800,000 423,504 

事務局経費 150,000 23,212 

事務局外部委託費 1,600,000 1,409,436 

ホームページ委託運用費 250,000 151,200 

財）日本学術協力財団賛助会費 50,000 50,000 

教育関連学会連絡協議会会費 10,000 10,000 

各種委員会経費     

紀要編集委員会（研究奨励賞審査委員会を含

む） 
200,000 137,546 

国際交流委員会 100,000 0 

研究委員会 300,000 0 

広報・若手委員会 300,000 257,440 

（小計） 900,000 394,986 

30 周年記念事業準備費 400,000 161,527 

理事・代表理事選挙経費 27,675 335,667 

予備費 200,000 0 

次年度繰越金 6,784,199 8,748,411 

合計 13,921,874 13,410,409 

 

 

４．平成 29 年度（2017 年度）分会費納入のお願い 

今年度分の年会費が未納の会員の方は、納入をお願いします。2018 年 3 月 25 日時点での 2017

年度会費の納入率は 91.0％です。納入促進に、会員のみなさまのご協力をよろしくお願い申し上

げます。 

会費納入状況につき、ご不明の点がございましたら、ご遠慮なく（株）国際文献社内・日本カ

リキュラム学会会員窓口までお問い合わせください。 

（年会費：一般 8,000 円、学生 5,000 円、団体 10,000 円） 
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【 入・退会、年会費納入、会員 web 管理、会報発送等各種問い合わせ先 】 

〒162-0801  

東京都新宿区山吹町 358-5 アカデミーセンター（株）国際文献社内 

日本カリキュラム学会会員窓口 

Tel：03-5389-6213 Fax：03-3368-2822 

E-mail：jscs-post@bunken.co.jp 

 

【 上記以外の学会運営に関する問い合わせ先 】 

 〒640-8510 

 和歌山市栄谷９３０ 和歌山大学教育学部 二宮衆一気付 

日本カリキュラム学会事務局 

E-mail：jscs@nifty.com 

 

【 学会ホームページ 】 

URL：http://jscs.b.la9.jp/ 

mailto:jscs@nifty.com

